
223 

第 9回岐阜外科集談会

昭和35年 7月27日於岐阜医大

(1) Arnold-Chiari崎形の 1治験例

岐阜医大第2外科佐藤 収

32才の婦人．約2年前より後頭部に鈍痛を来たしp

約6ヵ月前より激痛の発生を認め，視力障害を伴い入

院した．術前のモルヨドール脳室造影検査にて中脳水

道が前方圧迫転移され，下部にて閉塞されていて内脳

水援を伴ふ上部小脳虫部腫場を恩わせたがp 手術によ

り腫蕩はなく p 小脳p 延髄の下方転位及び小脳扇桃の

脊椎管内への級入を認めた．大後頭緑及び第 lE員権々

弓を充分切除し後頭下減圧術を行し、p 現在術後 165日

であるがp 軽度の小脳性運動失調を残すのみにて脳圧

元進を伴ふ諸症状は消失した．本症は成人に見られる

定型的な Arnoldベゴhiari崎形の l例と考える． こ》

に症例の症状，検査成績及び手術所見，術後経過を報

告した．

(2) 前頭部に限局せる硬膜外血腫の l例

岐阜医大第2外科斎藤晃・渡辺尚

41才男子の前頭部に限局せる硬膜外血麗の一例につ

いて述べた．本症例の病歴は血腫に典型的なものであ

ったがp 血管写によっては avascularareaを証せず

却って脳内血瞳が疑われる所見であった．手術に際し

て血瞳は中硬脳膜動脈の frontalbranchの損傷によ

るものと思われた．か〉る前頭部に限局する血腫は稀

に遭遇されるものでありp 見逃され易いものである．

病歴p 現症等から硬膜外血腫が充分疑われる場合は血

管撮影に際しでもP 必要ならば斜方向撮影を行い，手

術に際してもp この点に注意を払って血腫の探索，発

見に努めなければならない．

(3) 横隔膜ヘルニアの l治験例

国立療養所日野荘井上律子

官、It，最近隔貧腫疹の疑で開胸しP レ線的に腫場と

思われた陰影はp 横隔膜ヘルニアと判明した l症例を

経験したので報告する．

，患者は41才の主婦．自覚的には軽度の右側脊痛を訴

えるのみでありp 胸部レ線所見で右側下野に縦的安届

より半球状に突出した異常陰影があった．

本例のヘルニア門は食道裂孔，ヘルニア内容は胃の

一部でありp ヘルニア嚢は肋膜と腹膜であった．根治

手術後の経過は良好である．

(4) 早期に皮膚1f伝移を来した胃癌の l例

岐阜市民病院外科米谷海・安江幸洋

症例患者33才男子上腹正中，ii；に有痛性腫療を生じ急

速に増大約3週間で手拳大となり来院．時々局所の疹

痛あるのみで腹痛食慾不振等なしP 此の腫癌は弾性硬

圧痛あり皮膚と癒着してわずかに暗紫色を呈す．手術

所見p 胃前壁幽門に近く発生した鳩卵大腫療は大網膜

横行結腸へと浸潤し腹壁に及，＼：もので他の臓器への転

移を認め寸I，腹壁逓！腐を含め横行結腸約25cm大網膜，

胃の約2/3を切除したp 胃粘膜は幽門に近く直径約3

mの渓場あるのみで其の他佑膜に変化なく衆ー膜より大

網へ麗癒を形成す．横行結腸粘膜にも変化なlP 組織

所見p 粘液癌．経過術後2週間で上腹部手術創，左下

腹ふ；皮はjに蛇4留を生じ急速に増大術後 1fJ月で右目夜笥

リンパ腺に向うリンパ管に沿い皮膚転移が累々と生じ

術後2ヵ月で死亡．胃外発育性胃癌の一例として興味

あり報告した．

(5) 小腸蜂嵩織炎の l例

岐阜医大第二外科佐藤 収

患者は腎炎擢恵、中の50才の男子．入院前6日より腹

,';i；~弘前広p 日匝吐を認め入院前日突然腹部全般に激痛を

来たしP 日医吐の増強をれたし6月16日入院．入院時汎

発性腹膜炎の所見を呈しておりp 直ちに開腹術を行な

った．腹腔内に多量の膿性殺液性腹水を認めた．上部

空lj易に u~~ 、て Treitz 氏靭帯より紅門側 l 米の範囲に

於いてp 正常腸壁の約3倍になり充血浮腫状を呈した

腸管を認めた．腸間膜循環障害は認めず，リンパ腺腫

脹は軽度であった．術後強力に諸種抗生物質の投与を

行ないp 腹部症状の軽快を認めたがp 術後肺合併症の

ため術後6日目に鬼籍に入った.:gu倹所見では腹腔内

に腹水は認めず空腸は全く正常に復していた．空腸管

は組織学的には軽度の多核白血球p リンパ球，組織球

の浸潤を認めたが Fibrosisは認めなかった．

(6) 尿道具物J l例

県立岐阜病院石山勝蔵

18才の男店員．自慰の目的で尿道内にマッチの軸を

挿入P その 4日後より会陰芯から陰嚢にかけて疹痛及

び腫脹を来しP 徐々に増悪し， 3週後遂に完全尽閉を

来して米抗した．異物は尿道球部を貫通p 尿道周囲膿



第I号

的には主として頭部の諸構造より成る典型的な3座業

性成熟型類皮裳胞であった．卵巣腫蕩は小児期におい

て比較的稀であり p 一般に婦人科的症候を伴わずp捻

転p 圧迫症状等の自覚症状を訴えなければ，本例の如

くかなり大きくなる迄発見されず放置され易い．従っ

て小児の下腹部腫癒の症例に遭遇したならばp本腫蕩

の小児期に発生し易い事に留意し，内診及ぴ骨盤部レ

線撮影を行って診断を行う必要がある．

(9l li'.<:M線照射及び制癌剤使用に対する

Vitamin B4「Adeninejの効果

岐阜県立医科大学第1外科

i度辺 裕 ・広瀬光男 ・神本敏治
佐々木英 ・遠渡正夫・和田英一

同放射線科杉山 公二

悪性腫疹患者20例（胃癌術後5例p 子官癌術後3例

結腸癌術後li予j，乳癌術後l例3 手術不能l例yE華癌

1例，食道癌1例，頭部属平上皮癒 l例3 上咽頭内皮

腫 l例，後腹膜粘液癌l{9fj，勝脱鍾蕩1例，リンパ肉

腫3例）のレ線深部治家三ぴ制癌剤役与による白血球

減少に対U，アデニン 1日20～BOmg静注した場合P有
効16例無効4例でレ線照射によるものは殆ど有効力あ

ったがp 制癌剤段与によるものは最初より60～80略の

大量投与を行わなければ効果がなかった．レ線照射当

初より使周した症例群は照射中白血球減少後投与した

症例群に比してよ り有効であった．

レ線宿酔に対しても有効な症例もあったがp 赤血球

数3 血色素量には有意の差は認めなかった．

第30巻日本外科宝函

湯，更に尿浸1閣の状態となっていた．

(7) 前立腺結石症の症例

泌尿器科篠田 孝

次の 6例の前立腺結百症を報告した．即ちl176上i林

疾後の尿道狭窄があり，尿閉で来院，原発性，対症的

に処置した． 2) 61才淋疾後の尿道狭窄p 勝E光結石合

併，主訴終末時排尿痛2 対症的に処置した.3)42才会

陰部外傷後尿道狭窄と勝脱結石あり．排尿ドit.!:;-.::N;c;, 

勝Jl)'t高位切開で除J、寸．結石は続発性で5.3gのもの 1

個p 主成分は尿酸塩.{110わ腰椎骨折後神経因性勝

脱，勝Jl)'t結石あり．経尿道的除去p 続発性で尿酸塩，

O.lgのもの1個.5)43才淋疾後の尿道狭窄と尿道援あ

り．会陰切開にてkj、，原発性で10.89g. 2555 （固I f蔭

酸塩p 尿酸塩， l¥Iε，P,C可aを主成分とする.6〕75才淋

1);，性器結核p 尿道狭ヲi＇， 勝E光結石あり．会陰切開に
て除去，続発性＇ 11.:::g. 3個あり．なお第5例は数の

上では内外文献上最も多いものであった．

更に若干の文献的考察を加えた．

追加 県立岐阜病院石山勝j歳

72才完全尿閉を主訴として来院.20才代のとき淋

疾の既往症あり．高度の l民進jy('r~ を誘導ブジ一法にて

拡張した後も尚排尿障害を残した1:＇！；， 経会陰式に前立

腺結石を摘出した. 295個．総重量0.9邑＼

(8) 小児卵栄類皮裳胞の l例

第 I外科渡辺 克

9才3ヵ月の少女に見られた卵巣類皮婆胞刻除の経

験に就いて述べた．腫湯の大きさは児頭大で，組織学
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